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研究プロジェクトの概要 

人口密度の低い地域ほどバスや自家用車の利用が多く、運動の機会が失

われている可能性がある。しかし、バスや自家用車の利用が、健康に与え

る影響については、未だ不明である。一方、最大酸素摂取量（VO2peak）と

生活習慣病指標（血圧、空腹時血糖、BMI、中性脂肪の4項目を基準と

した生活習慣病の診断基準）との間に高い負の相関が見られること

が知られている（Morikawa et al, 2011）。そこで我々は、人口密度

の低い郊外ほどバス利用率が高く、生活習慣病指標が高くなるのではない

かという仮説を持つに至り、本研究を実施した。 

本研究では仮説を検証するために、平成27年度に会津若松市で実施さ

れた特定健康診査のデータ、人口密度のデータ、各バス停の利用率に

ついてのデータを用いて、人口密度と生活習慣病の関係及びバス利

用率と生活習慣病の関係について分析を行った。 

 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

 人口密度とバス利用率の間に有意な負の相関がみられた（P < 0.01, r = 
-0.79）。このことから、人口密度が低い地域ほど、バス利用率が高いこと

がわかった。 
 次に、年齢（中齢者：40～64 歳、高齢者：65～75 歳）・性別ごとに、人

口密度と血圧の間の関係について調べたところ、中齢男性でのみ、人口密

度と収縮期血圧の間に有意な負の相関が見られた（P = 0.04, r = -0.55）。
また、人口密度と血圧の間の関係について調べたところ、高齢男性、中齢

女性、高齢女性でそれぞれ有意な負の相関が見られた（それぞれ P = 0.03、 
0.03、0.02、 r = -0.45、-0.47、-0.39）。 
 以上の結果から、人口密度の低い郊外では、バス利用率が高くいために、

収縮期血圧及び BMIが高くなる可能性が示唆された。 
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学校現場や授業への研 

究成果の還元について 

地方の小・中学校では、自家用車による送り迎えやバス通学が多く、運

動の機会が失われている可能性がある。本研究の成果は、地方の小・中学

校における健康教育としての運動指導の重要性を示唆するもので、本成果

を地域の学校保健委員会等で紹介することで、学校における健康教育に役

立てている。 

 


